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北
海
道
防
災
会
議
地
震
専
門
委
員
会
が

２
月
９
日
、
日
本
海
沿
岸
の
津
波
浸
水
想

定
を
公
表
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
古
平
町

の
津
波
浸
水
想
定
や
避
難
場
所
の
状
況
、

町
の
今
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
経
過

　

こ
れ
ま
で
公
表
さ
れ
て
き
た
津
波
浸
水

予
測
は
、
平
成
22
年
に
策
定
さ
れ
た
も
の

で
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
前
に
策

定
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

大
震
災
後
、
国
は
津
波
か
ら
の
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
の
「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
法
律
」
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、「
日

本
海
に
お
け
る
大
規
模
地
震
に
関
す
る
調

査
検
討
会
」
を
設
置
し
日
本
海
に
お
け
る

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
断
層
モ
デ
ル
を
公
表

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
今
回
、
北
海
道
が
、

津
波
浸
水
想
定
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
　

今
回
の
想
定

　

今
回
の
津
波
浸
水
想
定
は
、
現
在
の
科

学
的
知
見
を
基
に
、
過
去
に
実
際
に
発
生

し
た
津
波
や
今
後
発
生
が
想
定
さ
れ
る
津

波
か
ら
設
定
し
た
も
の
で
、
発
生
頻
度
は

極
め
て
低
い
も
の
の
、
発
生
す
れ
ば
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波

で
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

古
平
町
の
津
波
想
定

　

ま
た
今
回
は
、
６
つ
の
津
波
震
源
域
で

数
百
年
か
ら
１
０
０
０
年
に
一
度
の
津
波

が
起
き
た
場
合
の
最
大
遡
上
高
や
第
１
波

到
達
時
間
が
表
１
の
と
お
り
想
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

古
平
町
の
代
表
地
点
の
想
定
で
最
も
高

い
の
は
、
古
平
漁
港
４
・
09
ｍ
、
古
平
川

行政

北海道が日本海沿岸の津波浸水想定を公表

古平町へ最大４.91ｍの津波が古平町へ最大４.91ｍの津波が

約20分で到達約20分で到達
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河
口
４
・
91
ｍ
で
し
た
。
最
も
早
い
到
達

時
間
は
古
平
漁
港
18
分
、
古
平
川
河
口
19

分
で
、
古
平
町
で
は
18
～
29
分
の
間
に
４

ｍ
前
後
の
津
波
が
到
達
す
る
と
想
定
さ
れ

ま
し
た
。
あ
く
ま
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
、
絶
対
に
こ
の
と
お
り
に
な
る
わ
け
で
は

な
く
、
こ
の
数
値
よ
り
高
い
場
合
も
あ
れ

ば
、
低
い
場
合
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
平
成
26
年
に
配
布
し
た
防

災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
し
て
い
る
、
津

波
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
一
時
的
に

避
難
す
る
津
波
指
定
緊
急
避
難
場
所
17
か

所
と
指
定
緊
急
避
難
所
４
か
所
（
表
２
参

照
）
は
、
今
回
の
想
定
で
も
全
て
浸
水
区

域
外
で
し
た
。
地
震
が
発
生
し
た
ら
急
い

で
近
く
の
避
難
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
た
古

平
町
の
想
定
で
、
最
も
高
い
津
波
は
７
・

６
ｍ
で
し
た
が
、
こ
れ
は
図
１
（
左
上
の

○
で
囲
ま
れ
た
▼
の
部
分
）
の
と
お
り
、

市
街
地
で
は
な
く
丸
山
の
裏
側
で
し
た
。

　
　

今
後
の
町
の
対
応

　

町
で
は
今
回
の
津
波
浸
水
想
定
等
を
基

に
、
防
災
計
画
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
配
布

す
る
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
見
直
し
の
ほ

か
防
災
訓
練
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

町
で
も
災
害
へ
の
対
策
は
行
っ
て
い
ま

す
が
、
防
災
・
災
害
発
生
時
は
「
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
」「
自
助
」
が
大
原
則

で
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
も
災
害
に
対

す
る
備
え
を
進
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場　

企
画
課　

防
災
対
策
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１

　

行政

　町では、災害への対策を進めるにあたり、町民の皆さんの災害への意

識や備えを確認したいと考えています。

　今月号（広報ふるびら４月号）に折込みのチラシ（青色の紙）に、簡

単な質問が数問ありますので、皆さんご協力をよろしくお願いします。

H26 年に全戸配布した
「防災ハンドブック」

「街のこえ」に

ご協力をお願いします！！

　質問にご回答のうえ、

ハサミで切り取り、のり

付けをして封筒にし、郵

便ポストへ投函してくだ

さい。

切手は必要ありません。

［４月３０日まで］

図１図１
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２
月
24
日
に
行
わ
れ
た
町
議
会
全
員
協

議
会
で
、
中
期
財
政
収
支
見
通
し
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
中
期
財
政
収
支
見
通
し
は
、

毎
年
見
直
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
平
成
33
年

度
ま
で
の
５
年
間
が
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

財
政
収
支
見
通
し
を
策
定
す
る
場
合

は
、
今
現
在
の
わ
か
り
え
る
範
囲
で
推
計

し
て
お
り
、
収
入
は
目
一
杯
少
な
く
、
支

出
は
目
一
杯
使
っ
た
場
合
で
推
計
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
収
入
が
予
想
よ
り
も

多
く
な
る
場
合
や
、
支
出
が
予
想
よ
り
少

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
表
に
示
す
赤
字
の

額
が
圧
縮
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

一
変
、
黒
字
に
変
わ
る
場
合
も
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

 

平
成
28
年
度
か
ら
毎
年
赤
字

　

表
の
下
段
「
実
質
的
単
年
度
収
支
」
と

い
う
欄
が
、
各
年
度
の
決
算
が
黒
字
か
赤

字
か
を
示
す
も
の
で
す
。
平
成
28
年
度
か

ら
毎
年
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
形
式
収
支

上
は
「
０
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際

は
基
金
（
貯
金
）
を
取
崩
し
て
お
り
、
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
基
金
（
貯

金
）
が
底
を
つ
い
た
平
成
33
年
度
は
形
式

収
支
も
１
億
９
２
０
０
万
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
赤
字
と
な
る
主
な
原
因

は
、
物
件
費
の
町
立
診
療
所
を
運
営
す
る

指
定
管
理
料
や
、
町
の
収
入
の
約
半
分
を

占
め
る
地
方
交
付
税
が
減
少
し
て
い
く
た

め
と
推
計
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

 

財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）
残
高
は

　

 

平
成
33
年
度
に
底
を
つ
く

　

平
成
28
年
度
か
ら
大
幅
な
収
支
不
足
が

生
じ
、
そ
の
穴
埋
め
を
す
る
た
め
、
基
金

（
貯
金
）
を
毎
年
２
～
３
億
円
程
度
取
崩

し
て
い
き
ま
す
。
自
由
に
使
え
る
「
財
政

調
整
基
金
（
貯
金
）」
は
、
毎
年
２
億
円

程
度
取
崩
す
た
め
平
成
33
年
度
に
は
底
を

つ
く
見
通
し
で
す
。
使
い
道
が
決
め
ら
れ

て
い
る
「
そ
の
他
の
基
金
（
貯
金
）」
は
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
が
大
幅
に
増
加
す

る
た
め
、
毎
年
５
千
万
円
程
度
増
加
す
る

見
込
み
で
す
。

　

 

人
件
費
は
高
水
準
で
推
移

　

平
成
28
年
度
は
３
年
に
１
度
の
退
職
手

毎
年
２
億
円
前
後
の
赤
字
で　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

基
金
（
貯
金
）
を
取
崩
し
て
財
政
運
営

当
組
合
負
担
金
の
精
算
年
で
あ
る
た
め
大

幅
な
増
と
な
り
ま
す
。
職
員
の
採
用
は
、

定
年
退
職
者
が
再
任
用
さ
れ
、
そ
れ
が
終

了
し
た
時
点
で
新
規
者
を
採
用
す
る
推
計

で
す
が
、
平
成
29
年
度
以
降
、
一
般
職
員

数
を
５
人
程
度
増
や
し
た
80
人
前
後
で
推

計
し
て
い
る
た
め
、
人
件
費
総
額
は
高
水

準
で
推
移
す
る
見
込
み
で
す
。

　

 

公
債
費
（
借
金
返
済
）
は
増
加

　

小
学
校
や
ほ
ほ
え
み
く
ら
す
改
築
等
の

大
型
建
設
事
業
の
借
入
金
返
済
で
平
成
29

年
度
ま
で
増
加
し
ま
す
。
平
成
30
年
度
に

は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
の
借
入
金
返

済
が
終
了
す
る
た
め
一
時
減
少
し
ま
す

が
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
町
立
診
療
所
建

物
の
購
入
、
町
道
高
校
通
線
改
良
工
事
な

ど
の
返
済
が
始
ま
る
た
め
再
度
増
加
す
る

見
込
み
で
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
予
算

に
よ
る
建
設
事
業
が
近
年
よ
り
も
多
い
状

況
に
あ
る
た
め
、
公
債
費
（
借
金
返
済
）

は
今
後
も
増
加
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

 

繰
出
金
は
年
々
増
加

　

繰
出
金
は
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ

支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ
と
で
、
国
民
健
康

保
険
事
業
、
下
水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事

業
な
ど
へ
の
繰
出
金
が
年
々
増
加
し
ま
す
。

 　

堅
実
な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す

　

町
立
診
療
所
の
指
定
管
理
料
や
地
方
交

付
税
の
減
少
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
財
政
収
支
見

通
し
を
策
定
し
、
堅
実
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
中
期
財
政
収
支
見
通
し
」
で
５
年
先
ま
で
推
計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

役場
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予
算
編
成
方
針

　

平
成
27
年
度
決
算
の
歳
入
歳

出
差
引
額
は
１
億
６
２
４
７
万

円
と
な
り
、
実
質
収
支
は
１
億

４
５
９
万
円
で
決
算
を
了
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
基
金
は
、
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
の
一
部
を
取
崩

し
て
教
育
施
設
等
の
整
備
に
充

て
ま
し
た
が
、
収
支
不
足
を
補

う
た
め
の
財
政
調
整
基
金
の
取

崩
し
は
行
わ
ず
に
済
み
ま
し

た
。
２
億
３
６
７
６
万
円
を
基

金
に
上
積
み
す
る
こ
と
が
で
き

平
成
27
年
度
末
の
基
金
残
高
は

16
億
５
４
１
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

財
政
健
全
化
を
示
す
４
つ
の

指
標
は
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全

化
基
準
及
び
財
政
再
生
基
準
を

下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
依
然

と
し
て
本
町
は
地
方
交
付
税
頼

み
の
脆
弱
な
財
政
基
盤
で
あ
り

国
の
情
勢
如
何
で
は
す
ぐ
さ
ま

悪
化
に
陥
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
更
に
は
町
立
診
療
所
の
管

理
運
営
に
は
多
額
の
一
般
財
源

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
全
会
計
の
合

計
予
算
額
は
50
億
２
１
９
０
万

円
で
対
前
年
度
比
10
・
５
％
増

と
な
り
当
初
予
算
と
し
て
は
過

去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

産
業
振
興

漁
業
の
振
興

　

平
成
29
年
２
月
末
の
漁
獲
高

は
、
数
量
で
は
対
前
年
比
14
・

６
％
増
の
３
２
１
３
ｔ
、
金
額

に
お
い
て
も
６
・
４
％
増
の
12

億
５
５
０
０
万
円
と
な
り
、
ス

ル
メ
イ
カ
の
豊
漁
の
ほ
か
ス
ケ

ト
ウ
や
ニ
シ
ン
、
タ
ラ
が
プ
ラ

ス
要
因
と
な
り
ま
し
た
。近
年
、

「
獲
る
漁
業
」
か
ら
「
つ
く
り

育
て
る
漁
業
」
へ
の
転
換
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ニ
種

苗
、
ヒ
ラ
メ
稚
魚
及
び
ナ
マ
コ

種
苗
の
放
流
事
業
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
道
の
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
ウ
ニ

海
中
養
殖
実
証
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
実
入
り
が
改
善
し
た
ウ

ニ
を
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
開
催
す

る
「
漁
協
祭
」
で
販
売
す
る
な

ど
新
た
な
観
光
客
の
誘
致
に
繋

げ
て
い
き
ま
す
。

　

国
の
直
轄
事
業
で
あ
る
古
平

漁
港
の
整
備
は
、
丸
屋
根
岸
壁

か
ら
み
な
と
公
園
ま
で
の
道
路

改
良
と
、
み
な
と
公
園
前
の
屋

根
の
補
修
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

水
産
加
工
業
の
振
興

　

新
た
な
製
品
開
発
や
販
路
拡

大
へ
の
取
組
み
に
支
援
す
る
と

と
も
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、

水
産
加
工
が
活
性
化
す
る
よ
う

関
係
事
業
者
等
と
連
携
を
図
り

ま
す
。

農
業
の
振
興

　

農
業
経
営
の
改
善
を
図
る
た

め
収
益
性
の
高
い
作
物
へ
の
転

換
や
有
機
農
法
で
の
生
産
物
の

高
付
加
価
値
化
に
よ
る
新
た
な

販
路
開
拓
な
ど
農
業
者
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
取
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
エ
ゾ
シ
カ
や
ア
ラ

イ
グ
マ
な
ど
の
駆
除
を
農
作
物

へ
の
被
害
防
止
の
た
め
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

林
業
の
振
興

　

林
道
チ
ョ
ペ
タ
ン
線
付
近
の

町
有
林
の
更
新
伐
採
を
行
う
ほ

か
、
伐
採
後
に
植
林
す
る
山
林

所
有
者
に
補
助
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
植
樹
祭
は
10
月
下
旬
に

林
業
専
用
道
鼻
垂
石
線
内
で
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
林
道

チ
ョ
ペ
タ
ン
線
の
再
開
通
の
た

め
チ
ョ
ペ
タ
ン
橋
の
点
検
診
断

を
実
施
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　

水
産
加
工
業
協
同
組
合
等
の

経
営
破
た
ん
後
約
３
年
が
経
過

し
、
こ
の
間
「
が
ん
ば
ろ
う
！

ふ
る
び
ら
特
別
対
策
事
業
」
な

ど
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
水
産

加
工
業
に
対
す
る
停
滞
感
は
一

定
程
度
払
拭
で
き
た
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

商
店
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
大
変
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
引
続
き
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行
事
業
へ
の
助
成
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

観
光
の
振
興

　

ふ
る
び
ら
温
泉
し
お
か
ぜ
の

１
月
末
利
用
者
数
は
前
年
同
期

比
１
・
３
％
減
の
５
万
２
４
８

４
人
で
、
今
年
度
は
温
泉
ポ
ン

プ
の
取
替
工
事
な
ど
を
行
い
ま

す
。
平
成
28
年
度
の
家
族
旅
行

村
の
利
用
者
総
数
に
つ
い
て
は

ほ
ぼ
横
ば
い
で
終
了
し
て
お

り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用

者
は
対
前
年
比
７
・
１
％
減
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
劣
化

が
目
立
つ
テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

人
工
芝
の
交
換
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
は

新
た
な
組
織
（
古
平
町
産
業
振

興
協
議
会
（
仮
称
））
を
立
ち

上
げ
、
地
場
産
食
材
の
需
要
拡

大
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

　３月８日から開会された第１回定例会で町長より「町政執行方
針」が、教育長より「教育行政執行方針」が述べられました。

議会

平成 29年度 平成 29 年度 
　町政執行方針　町政執行方針（抜粋）（抜粋）
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生
活
環
境
施
策

道
路
事
業

　

高
校
通
線
改
良
工
事
で
は
舗

装
工
と
植
生
工
を
実
施
す
る
ほ

か
、
本
通
線
か
ら
墓
地
通
線
の

拡
幅
工
事
に
伴
う
用
地
確
定
と

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
西
大
通
線
ほ
か
の
オ
ー

バ
ー
レ
イ
と
道
路
照
明
の
取
替

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
古
平
大
橋
の
修
繕
工
事
と

冷
水
橋
修
繕
工
事
に
係
る
実
施

設
計
を
行
い
ま
す
。

河
川
事
業

　

継
続
事
業
の
沢
江
水
路
護
岸

整
備
事
業
の
ほ
か
、
チ
ョ
ペ
タ

ン
川
、
冷
水
川
、
丸
山
川
の
河

床
埋
塞
除
去
工
事
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

住
宅
事
業

　

清
川
団
地
Ｃ
棟
（
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
１
棟
８

戸
）
の
建
設
の
ほ
か
、
栄
団

地
（
３
棟
12
戸
）
の
内
窓
改
修

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
、
共

同
住
宅
家
賃
支
援
補
助
金
な
ど

に
つ
い
て
も
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

ご
み
処
理
事
業

　

北
後
志
６
市
町
村
で
共
同
処

理
し
て
い
る
「
燃
や
せ
る
ご

み
」
の
量
は
前
年
同
期
と
比
較

し
て
若
干
減
少
し
ま
し
た
。
６

市
町
村
で
占
め
る
搬
入
量
の
構

成
比
も
前
年
並
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
回

収
事
業
の
２
月
末
ま
で
の
回
収

量
は
約
10
ｔ
で
不
純
物
の
混
入

割
合
は
５
％
未
満
と
な
っ
て
お

り
、
当
初
想
定
し
て
い
た
回
収

量
に
は
届
い
て
い
な
い
状
況
で

す
。

火
葬
場
建
替
え
事
業

　

建
設
地
の
選
定
や
施
設
規
模

等
を
検
討
す
る
た
め
の
基
本
設

計
費
を
今
年
度
予
算
に
計
上
し

て
い
ま
す
。福

祉
施
策

保
健
予
防
対
策

　

各
種
健
診
事
業
は
個
別
勧
奨

な
ど
受
診
率
向
上
対
策
を
強
化

し
、
各
種
予
防
接
種
事
業
も
こ

れ
ま
で
ど
お
り
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

妊
娠
・
出
産
へ
の
支
援

　

昨
年
度
か
ら
町
独
自
に
実
施

し
て
い
る
不
妊
治
療
に
対
す
る

補
助
制
度
を
引
続
き
実
施
し
ま

す
。

地
域
医
療
の
確
保
対
策

　

昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
町
立
診

療
所
「
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
は
、
少
し
ず
つ
で
す
が
外

来
患
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
入
院
病
床
の
再
開
に
つ

い
て
は
、
本
町
は
高
齢
者
の
慢

性
期
患
者
や
冬
期
間
の
社
会
的

入
院
患
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

一
般
病
床
と
短
期
入
所
療
養
介

護
を
併
せ
持
つ
病
床
に
転
換
す

べ
く
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
医
師
２
名

体
制
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月

か
ら
実
現
で
き
る
予
定
で
し
た

が
、
現
院
長
が
法
人
内
の
他
診

療
所
へ
異
動
す
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
２
人
目
の
医
師
の
早

期
確
保
に
最
大
限
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

介
護
保
険
事
業

　

平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
第
６
期
介
護
保
険
事
業
で

は
地
域
包
括
ケ
ア
が
推
進
さ

れ
、
今
年
度
か
ら
市
町
村
事
業

と
し
て
の
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
に
移
行
す
る

予
定
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
町
民
に
混
乱
や
不
安
が

な
い
よ
う
丁
寧
な
対
応
の
も
と

進
め
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　

平
成
28
年
度
の
会
計
状
況

は
、
後
志
広
域
連
合
分
賦
金
の

精
算
還
付
金
が
多
額
だ
っ
た
こ

と
に
よ
り
一
般
会
計
か
ら
の
財

政
支
援
繰
入
金
は
ゼ
ロ
と
な
る

見
込
み
で
す
。
平
成
30
年
度
か

ら
都
道
府
県
化
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
共
同

運
営
と
な
っ
て
も
引
続
き
国
保

税
収
納
対
策
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

児
童
福
祉

　

第
３
子
以
降
の
出
産
応
援
助

成
金
や
第
２
子
以
降
の
保
育
料

軽
減
な
ど
の
子
育
て
支
援
事
業

は
引
続
き
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
の

新
年
度
の
応
募
状
況
を
取
り
ま

と
め
た
と
こ
ろ
０
歳
児
が
１
人

待
機
状
態
と
な
る
予
定
で
す

が
、
３
歳
未
満
児
全
体
の
定
員

に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
ク
ラ

ス
内
が
落
ち
着
い
た
段
階
で
追

加
入
所
を
検
討
し
、
待
機
が
解

消
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り

　

子
育
て･

定
住
施
策
の
財
源

と
な
っ
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税

で
す
が
、
今
年
度
の
寄
附
額

は
２
月
末
現
在
で
対
前
年
比

１
３
７
％
４
億
７
５
７
９
万
円

と
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
水
産

加
工
業
振
興
施
策
と
し
て
、
寄

附
額
の
維
持
・
向
上
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
対
策
と
し
て
先

日
見
直
さ
れ
た
日
本
海
沿
岸
の

津
波
浸
水
想
定
や
、
現
在
進
め

て
い
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

指
定
の
ほ
か
、
平
成
29
年
に
見

直
さ
れ
る
予
定
の
古
平
川
の
洪

水
に
よ
る
浸
水
想
定
な
ど
を
踏

ま
え
て
、「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
」
見
直
し
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。当

面
す
る
諸
課
題

　

旧
北
海
信
金
古
平
支
店
の
土

地
・
建
物
を
町
が
取
得
し
、
商

工
会
事
務
所
と
西
部
地
区
住
民

集
会
所
の
併
設
を
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
詳
細
な
利
用

方
法
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
関

係
者
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

庁
舎
・
集
会
所
の
建
替
え

　

本
庁
舎
の
建
替
え
に
伴
う
財

政
措
置
が
時
限
的
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

庁
舎
建
物
の
配
置
・
設
備
計
画

等
に
つ
い
て
基
本
設
計
を
、
老

朽
化
の
著
し
い
明
和
集
会
所
の

建
替
え
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議会
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学
校
教
育
の
推
進

小
・
中
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

９
年
間
を
見
通
し
て
子
ど
も

た
ち
の
授
業
の
理
解
度
な
ど
に

応
じ
て
指
導
す
る
習
熟
度
別
学

習
や
小
学
校
と
中
学
校
の
違
い

に
つ
い
て
い
け
な
い
「
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
」
を
な
く
す
た
め
、

中
学
校
の
教
諭
が
小
学
校
で
授

業
を
行
う
乗
り
入
れ
授
業
な
ど

を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

補
習
タ
イ
ム
・
放
課
後
ふ
る
び

ら
塾
の
実
施

　

小
・
中
学
校
と
も
に
放
課
後

や
夏
・
冬
の
長
期
休
業
期
間
を

利
用
し
て
い
る「
補
習
タ
イ
ム
」

を
引
続
き
実
施
し
、
子
ど
も
た

ち
の
苦
手
意
識
の
克
服
に
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
放
課

後
ふ
る
び
ら
塾
に
は
全
児
童
の

４
割
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の

も
と
引
続
き
取
組
ん
で
い
き
ま

す
。

学
力
向
上

　

平
成
19
年
度
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
を
全
国
平
均
と
比
較

す
る
と
本
町
の
子
ど
も
た
ち
の

家
庭
で
の
学
習
時
間
は
短
く
、

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
費
や
す
時

間
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ふ
る
び
ら
通
学
合
宿
を
実
施

し
、
最
低
限
「
学
年
×
10
分
以

上
」
の
学
習
時
間
の
習
慣
化
を

図
る
と
同
時
に
、「
早
寝
・
早

起
き
・
朝
ご
は
ん
」
運
動
の
徹

底
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
生

活
リ
ズ
ム
の
向
上
に
取
組
み
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
の
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
は
４
月
18
日
に

行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
本
町

に
お
い
て
も
児
童
生
徒
の
学

力
・
学
習
状
況
把
握
の
た
め
に

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の

学
年
を
対
象
に
「
標
準
学
力
調

査
」
を
行
い
、
複
数
年
に
わ
た

る
学
力
の
推
移
を
把
握
し
、
継

続
し
た
指
導
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
。

読
書
活
動

　

読
書
活
動
は
児
童
生
徒
の
知

識
力
や
読
解
力
の
向
上
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
朝

読
や
家
読
運
動
を
積
極
的
に
取

入
れ
る
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
教
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
な

ど
子
ど
も
た
ち
に
関
心
を
持
た

せ
る
よ
う
な
取
組
み
を
推
進
し

ま
す
。
引
続
き
学
校
司
書
を
配

置
し
親
し
み
や
す
い
学
校
図
書

室
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

体
力
向
上

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
全
国
体

力
・
運
動
習
慣
調
査
の
結
果
を

分
析
す
る
と
本
町
の
子
ど
も
た

ち
の
運
動
能
力
は
年
々
向
上
し

て
い
ま
す
が
、
体
力
の
要
素
と

な
る
持
久
力
や
走
力
が
劣
っ
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
校
内

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
支
援
す
る
な

ど
体
力
向
上
へ
の
取
組
み
を
一

層
充
実
さ
せ
ま
す
。

教
職
員
の
資
質
能
力
の
向
上

　

教
員
と
し
て
の
専
門
性
を
高

め
確
か
な
教
育
活
動
を
遂
行
で

き
る
よ
う
、
後
志
教
育
局
指
導

主
事
の
授
業
訪
問
を
行
う
ほ
か

講
座
等
へ
の
積
極
的
な
受
講
を

奨
励
し
ま
す
。

　

教
職
員
の
体
罰
に
つ
い
て
は

実
態
調
査
の
結
果
本
町
に
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
教
職
員

一
人
ひ
と
り
が
自
覚
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

家
庭
教
育

　

家
庭
教
育
は
、
人
間
形
成
の

基
礎
を
育
む
場
で
あ
り
、
子
ど

も
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
生

活
能
力
、
社
会
的
な
マ
ナ
ー
な

ど
を
身
に
付
け
る
た
め
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
家

庭
教
育
を
支
援
す
る
学
習
機
会

や
情
報
の
提
供
を
行
い
、
親
子

と
地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

活
動
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

芸
術
文
化
活
動

　

文
化
団
体
連
絡
協
議
会
を
中

心
に
書
道
や
絵
画
、
舞
踊
な
ど

の
活
動
に
自
主
的
に
取
組
ん
で

い
ま
す
が
、
会
員
の
高
齢
化
や

固
定
化
が
み
ら
れ
る
た
め
、
新

た
な
担
い
手
育
成
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
吉
田
一
穂
の

資
料
や
古
民
具
等
文
化
財
に
つ

い
て
は
、
よ
り
一
層
町
民
の
皆

様
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
周

知
を
図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動

　

既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活

動
支
援
の
ほ
か
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が

提
唱
し
て
い
る
事
業
の
導
入
な

ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
参
加
者
が
１
千

人
を
越
え
て
い
る
古
平
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
も
昨
年
度
の
反
省

を
踏
ま
え
実
施
し
ま
す
。

公
設
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

　

子
ど
も
達
の
基
本
的
運
動
能

力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
専

門
的
知
識
を
持
つ
指
導
者
に
よ

る
公
設
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
ふ
る
び
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
仮
称
））
を
設
立
し
ま
す
。

議会

平成 29年度 平成 29 年度 
　教育行政執行方針　教育行政執行方針

（抜粋）（抜粋）
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一
般
会
計 

歳
入

　

町
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
財
源
の
う
ち
町
税
は
前
年
度
当
初
予
算

比
２
・
５
％
減
の
１
億
９
９
７
１
万
７
千

円
。
ほ
か
に
、
使
用
料
・
手
数
料
・
寄
付

金
な
ど
を
合
わ
せ
た
自
主
財
源
は
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
が
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た

た
め
前
年
度
当
初
予
算
比
18
・
９
％
増
の

５
億
１
４
０
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
図
１
参
照
）
町
が
自
主
的
に
収
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
財
源
は
、
10
億
８
１
６
２

万
２
千
円
で
、
全
体
の
25
・
２
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
、
国
・
道
支
出
金
、

町
債
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
調
達
を
国
や

道
に
依
存
し
て
い
る
依
存
財
源
は
32
億
８

３
７
万
８
千
円
と
全
体
の
74
・
８
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
歳
入
全
体
の
43
・
８
％
を

占
め
る
地
方
交
付
税
は
前
年
度
比
１
・
１

％
増
の
18
億
７
０
０
０
万
円
、
国
・
道
支

出
金
は
前
年
度
比
６
・
４
％
増
の
６
億

３
８
２
５
万
７
千
円
、
町
債
は
前
年
度
比

53
・
２
％
増
の
６
億
２
０
３
２
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
収
支
不
足
を
補
う
た

め
、
財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）
を
、
前
年

　

平
成
29
年
度
予
算
が
、
第
１
回
定
例
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る

費
用
や
建
設
事
業
が
近
年
よ
り
も
多
い
状

況
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
過
去
10
年
で

最
大
の
42
億
９
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。（
表
１
参
照
）

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
は

過
去
最
大
の
42
億
９
千
万
円

度
の
約
２
倍
の
２
億
１
７
０
０
万
円
取
崩

す
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 

一
般
会
計 

歳
出

　

一
般
会
計
の
歳
出
は
、
建
設
事
業
が
前

年
度
当
初
予
算
比
50
％
増
の
６
億
８
２
１

４
万
３
千
円
、
物
件
費
は
町
立
診
療
所
の

指
定
管
理
料
を
計
上
し
た
ほ
か
、
ふ
る
さ

と
贈
呈
品
事
業
が
増
額
と
な
っ
た
た
め
前

年
度
比
14
・
６
％
増
の
９
億
８
４
７
７
万

６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
積

立
金
も
ふ
る
さ
と
納
税
額
が
増
え
た
た

め
17
・
８
％
増
の
１
億
２
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
給
料
な
ど
の
人
件

費
は
前
年
度
比
０
・
７
％
減
の
５
億
７
１

６
１
万
１
千
円
、
公
債
費
（
借
金
返
済
）

は
前
年
度
比
０
・
５
％
増
の
４
億
４
２
３

６
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 

全
会
計
は
50
億
２
１
９
０
万
円

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
前
年
度
比
10
・
５
％

増
の
50
億
２
１
９
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
前

年
度
比
14
・
１
％
増
の
３
億
５
６
０
２
万

円
と
な
っ
て
お
り
、今
後
は
、公
債
費
（
借

金
返
済
）
が
年
々
増
加
、
交
付
税
は
減
少

し
て
い
く
見
込
み
で
す
。
こ
れ
を
穴
埋

め
す
る
た
め
に
毎
年
２
～
３
億
円
の
基
金

（
貯
金
）の
取
崩
し
が
必
要
と
な
り
、基
金（
貯

金
）
残
高
の
見
込
み
は
14
億
１
７
９
３
万

円
と
前
年
度
か
ら
２
億
３
８
５
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
の
主
な
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

役場

0% 110% 20% 330% 40% 550% 60% 770% 80% 990% 100%
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教
育
・
子
育
て

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

（
４
４
２
万
９
千
円
）

　

第
３
子
以
降
出
産
助
成
、
紙

お
む
つ
代
助
成
、
保
育
料
の
軽

減
な
ど
を
行
う
事
業

◆
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

（
１
０
２
４
万
７
千
円
）

　

高
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

が
病
院
で
か
か
っ
た
医
療
費
の

全
額
を
助
成
す
る
事
業

◆
高
等
学
校
生
徒
遠
距
離
通
学

補
助
事
業（
６
０
０
万
１
千
円
）

　

余
市
町
、
小
樽
市
の
高
校
へ

通
学
す
る
生
徒
の
通
学
定
期
代

の
一
部
を
助
成
す
る
事
業

◆
小
学
校
及
び
中
学
校
教
育
用

パ
ソ
コ
ン
購
入
事
業
（
１
０
３

２
万
８
千
円
）

　

小
学
校
及
び
中
学
校
で
授
業

に
使
用
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
を

更
新
す
る
事
業

◆
中
学
校
設
備
改
修
事
業
（
７

３
４
万
４
千
円
）

　

中
学
校
の
和
式
ト
イ
レ
15
基

中
11
基
を
洋
式
ト
イ
レ
へ
改
修

す
る
事
業

　
　

 

健
康
・
福
祉

◆
町
立
診
療
所
運
営
事
業
（
１

億
５
０
４
７
万
３
千
円
）

　

町
立
診
療
所
「
海
の
ま
ち
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
の
管
理
・
運
営
を

行
う
事
業

◆
予
防
接
種
事
業
（
８
４
３
万

２
千
円
）

　

子
ど
も
の
年
齢
ご
と
に
行
う

定
期
予
防
接
種
を
実
施
す
る
ほ

か
、
任
意
で
予
防
接
種
を
受
け

た
場
合
の
自
己
負
担
金
を
助
成

す
る
事
業

◆
介
護
予
防
生
活
支
援
対
策
事

業
（
１
１
４
９
万
２
千
円
）

　

高
齢
者
等
の
除
雪
サ
ー
ビ
ス
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
へ
の
助
成
な

ど
を
行
う
事
業

◆
元
気
プ
ラ
ザ 

ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
置
事
業
（
６
２
３
１
万

１
千
円
）

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
２
室
と
支

援
ハ
ウ
ス
12
室
へ
の
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
置
を
行
う
事
業

◆
医
師
住
宅
建
設
事
業
（
３
０

２
８
万
８
千
円
）

　

町
立
診
療
所
の
医
師
確
保
等

の
た
め
診
療
所
敷
地
内
に
医
師

用
住
宅
を
建
設
す
る
事
業

◆
町
立
診
療
所
医
療
機
器
等
更

新
事
業（
１
６
４
９
万
７
千
円
）

　

病
床
ベ
ッ
ド
、
デ
ジ
タ
ル

エ
ッ
ク
ス
線
Ｔ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
等

を
購
入
す
る
事
業

　
　

 

生
活
・
環
境

◆
明
和
地
区
住
民
集
会
所
改
築

事
業
（
３
７
６
３
万
９
千
円
）

　

昭
和
55
年
に
建
設
さ
れ
た
明

和
地
区
住
民
集
会
所
の
建
替
え

事
業
。
平
成
29
年
度
は
本
体
工

事
を
実
施

◆
道
路
ス
ト
ッ
ク
修
繕
事
業

（
７
９
６
０
万
円
）

　

西
大
通
線
～
７
条
通
線
～
仲

通
線
、
入
舟
通
線
、
３
条
通
線

の
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
、
路
面

調
査
及
び
道
路
照
明
灯
の
取
替

え
を
行
う
事
業

◆
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計

画
事
業
（
６
０
０
０
万
円
）

　

古
平
大
橋
の
ひ
び
割
れ
修
繕

及
び
冷
水
橋
の
実
施
設
計
を
行

う
事
業

◆
本
通
線
～
墓
地
通
線
拡
幅
事

業
（
６
５
３
万
円
）

　

墓
地
に
ア
ク
セ
ス
す
る
墓
地

通
線
の
車
道
拡
幅
及
び
歩
道
を

新
設
す
る
事
業
。
平
成
29
年
度

は
実
施
設
計
を
実
施

◆
清
川
団
地
建
設
事
業
（
２
億

４
６
６
０
万
２
千
円
）

　

清
川
団
地
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
２
階
建
て
１
棟
８
戸
を
建

設
す
る
事
業

◆
栄
団
地
住
戸
改
善
事
業
（
１

０
９
９
万
円
）

　

栄
団
地
３
棟
12
戸
の
う
ち
内

窓
改
修
を
行
う
事
業

◆
住
宅
取
得
・
リ
フ
ォ
ー
ム
等

支
援
事
業
（
１
４
０
０
万
円
）

　

住
宅
の
取
得
や
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業

◆
定
住
促
進
共
同
住
宅
建
設
費

支
援
事
業
（
１
２
０
０
万
円
）

　

町
内
に
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
を
建
設
す
る
者
に

建
設
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

事
業

◆
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

購
入
事
業
（
６
２
３
６
万
４
千

円
）

　

北
後
志
消
防
組
合
古
平
支

署
・
古
平
消
防
団
第
１
分
団
で

使
用
す
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
を
更
新
す
る
事
業

　
　

 

産
業
・
観
光

◆
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
（
３
億

４
２
０
１
万
９
千
円
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
方
に

水
産
加
工
品
等
を
贈
る
事
業

◆
温
泉
ポ
ン
プ
更
新
事
業
（
９

６
９
万
９
千
円
）

　

温
泉
の
ポ
ン
プ
及
び
揚
湯
管

の
取
替
え
工
事
を
実
施

◆
ウ
ニ
種
苗
・
ヒ
ラ
メ
稚
魚
・

ナ
マ
コ
種
苗
放
流
事
業
・
ウ
ニ

海
中
養
殖
実
証
事
業
（
２
５
０

万
９
千
円
）

　

エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
種
苗（
５

㎜
）
15
万
粒
、
ヒ
ラ
メ
稚
魚（
80

㎜
）５
万
１
２
５
０
尾
、ナ
マ
コ

種
苗（
10
㎜
）１
万
個
の
放
流
、

実
入
り
の
悪
い
キ
タ
ム
ラ
サ
キ

ウ
ニ
を
養
殖
し
安
定
的
な
出
荷

大
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
実

証
事
業
を
実
施

◎ 

そ
の
他

◆
役
場
庁
舎
建
替
事
業（
１
４

７
２
万
１
千
円
）

　

老
朽
化
し
た
役
場
庁
舎
の
建

替
え
を
行
う
事
業
。
平
成
29
年

度
は
基
本
設
計
を
実
施

平
成
平
成
2929
年
度
予
算
主
な
事
業
概
要

年
度
予
算
主
な
事
業
概
要

　
　　　

　
　　　　　　　

　
　　　　　

　
　　　　　　

役場

明和地区住民集会所
改築予想図
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３
月
８
日
か
ら
開
会
し
た
第

１
回
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年

度
各
会
計
予
算
の
ほ
か
、
次
の

案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
７
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

平
成
28
年
度
古
平
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

現
行
予
算
に
５
７
５
５
万
１

千
円
を
追
加
し
予
算
総
額
を
41

億
７
４
８
６
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
中
学

校
校
舎
大
規
模
改
修
（
外
壁
改

修
）
工
事
等
に
係
る
費
用
の
増

額
と
事
業
費
確
定
に
伴
う
財

源
、
執
行
残
な
ど
を
整
理
す
る

も
の
で
す
。

〈
議
案
第
８
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

平
成
28
年
度
古
平
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

現
行
予
算
か
ら
３
０
１
２
万

７
千
円
を
減
額
し
予
算
総
額
を

１
億
６
２
０
９
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。
主
な
内
容
は
保
険
給

付
費
の
減
少
に
伴
い
後
志
広
域

連
合
へ
の
納
付
金
を
減
額
す
る

も
の
で
す
。

〈
議
案
第
９
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

平
成
28
年
度
古
平
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

現
行
予
算
か
ら
91
万
９
千
円

を
減
額
し
予
算
総
額
を
５
９
４

８
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
決
算
を
見
込
ん
で

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
10
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

平
成
28
年
度
古
平
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

現
行
予
算
か
ら
３
５
３
９
万

円
を
減
額
し
予
算
総
額
を
１
億

７
１
４
３
万
７
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
決
算

を
見
込
ん
で
事
業
費
を
減
額
補

正
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
11
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支

給
割
合
を
年
間
１
０
０
分
の
４

２
０
か
ら
１
０
０
分
の
４
３
０

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
12
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案

　

特
別
職
の
職
員
の
期
末
手
当

の
支
給
割
合
を
年
間
１
０
０
分

の
４
２
０
か
ら
１
０
０
分
の
４

３
０
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
13
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案

　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
年
間
１
０

０
分
の
４
２
０
か
ら
１
０
０
分

の
４
３
０
に
改
正
す
る
も
の
で

す
。

〈
議
案
第
14
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

特
別
職
で
非
常
勤
の
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

特
別
職
で
非
常
勤
の
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
別
表
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
隊
員
の
報
酬
額
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
15
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
古
平
町
の
実
施
す
る
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
整
理
し
、
町
立
診

療
所
で
行
う
短
期
入
所
療
養
介

護
事
業
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
16
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
高
齢
者
自
立
生
活
支
援

事
業
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

　

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

追
加
の
ほ
か
介
護
保
険
法
の
改

正
に
基
づ
き
利
用
対
象
者
等
の

整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
17
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例
案

　

３
・
４
月
分
に
お
け
る
町
長

と
副
町
長
の
給
料
月
額
を
、
町

長
は
30
％
、
副
町
長
は
20
％
減

額
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
18
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

建
物
の
取
得
に
つ
い
て

　

旧
北
海
信
金
古
平
支
店
の
建

物（
新
地
町
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
２
階
建
）
を
取
得
す
る
に

あ
た
り
、
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

３
条
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
19
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
高
齢
者
複
合
施
設
（
高

齢
者
住
宅
部
門
）
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

古
平
町
高
齢
者
複
合
施
設

（
高
齢
者
住
宅
部
門
）
の
指
定

管
理
者
を
社
会
福
祉
法
人
古
平

福
祉
会
と
す
る
も
の
で
、
地
方

自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
６

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
20
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

　

古
平
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

古
平
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
に
新
た
な
事
業
を

追
加
す
る
た
め
、
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法
第
６
条
第

７
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議会
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〈
議
案
第
21
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

後
志
広
域
連
合
規
約
の
一
部
を

変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　

古
平
町
が
加
入
し
て
い
る
右

の
団
体
の
規
約
を
変
更
す
る
た

め
地
方
自
治
法
第
２
９
１
条
の

11
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
22
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

平
成
28
年
度
古
平
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

現
行
予
算
に
９
７
７
万
６
千

円
を
追
加
し
予
算
総
額
を
41
億

８
４
６
４
万
５
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。
主
な
内
容
は
ふ
る
さ

と
納
税
贈
呈
品
事
業
に
係
る
費

用
の
増
額
を
す
る
も
の
で
す
。

〈
発
議
第
１
号
〉

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

古
平
町
議
会
委
員
会
に
議
会

広
報
の
編
集
を
行
う
広
報
編
集

常
任
委
員
会
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

古 平 町 長 選 挙古 平 町 長 選 挙

投票日は ４月２３日 （日）
投票時間は　午前７時から午後６時までです

●
選
挙
の
日
程

　

・
４
月
18
日
（
火
）　

　
　

選
挙
期
日
告
示

　
　

立
候
補
届
出

　

・
４
月
19
日
（
水
）
～

　
　
　
　

４
月
22
日
（
土
）

　
　

期
日
前
投
票

　
　

不
在
者
投
票

　

・
４
月
23
日
（
日
）

　
　

選
挙
期
日

　
　
　

投
票 

午
前
７
時
～

　
　
　
　
　

 　

午
後
６
時

　
　
　

開
票 

午
後
７
時
か
ら

　
　
　

場
所
：
文
化
会
館

●
投
票
で
き
る
人

　

□
年
齢
要
件

　
　
　

平
成
11
年
４
月
24
日　

　
　

以
前
に
生
ま
れ
た
人

　

※
前
回
の
参
議
院
議
員
通
常

　
　

選
挙
か
ら
選
挙
権
年
齢
が

　
　

引
き
下
げ
ら
れ
、
18
歳
、

　
　

19
歳
の
人
も
投
票
で
き
る

　
　

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

□
住
所
要
件　

　
　
　

平
成
29
年
１
月
17
日
以

　
　

前
に
転
入
の
届
出
を
し
、

　
　

引
き
続
き
古
平
町
の
住
民

　
　

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

　
　

い
る
人

●
期
日
前
投
票

　
　

仕
事
・
旅
行
・
冠
婚
葬
祭
・

　

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
何
ら
か
の

　

理
由
で
投
票
日
に
投
票
で
き

　

な
い
方
は
、
選
挙
期
日
前
で

　

も
投
票
で
き
ま
す
。（
入
場

　

券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

　
　

簡
単
な
手
続
き
で
、
選
挙

　

当
日
と
同
じ
投
票
が
で
き
ま

　

す
。

　
　

印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

□
期
間　

４
月
19
日（
水
）～

　
　
　
　
　

４
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
　

ま
で
４
日
間

　

□
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
８
時

　

□
場
所　

役
場
地
下
会
議
室

　
　
　
　
　

（
役
場
中
央
玄
関

　
　
　
　
　

か
ら
お
入
り
く
だ

　
　
　
　
　

さ
い
）

●
不
在
者
投
票

◎
病
院
・
施
設
で
の
投
票

　
　

指
定
施
設
に
入
院
又
は
通

　

所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
本
人

　

の
請
求
に
よ
り
指
定
施
設
で

　

も
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

　

施
設
管
理
者
に
申
し
出
て
く

　

だ
さ
い
。

◎
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

　

病
者
手
帳
又
は
介
護
保
険
の

　

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方

　

で
、
一
定
以
上
の
要
件
に
該

　

当
す
る
方
は
、
自
宅
で
不
在

　

者
投
票（
代
理
記
載
を
含
む
）

　

を
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
他
の

　

市
町
村
に
滞
在
中
で
、
投
票

　

日
ま
で
に
古
平
町
に
帰
る
こ

　

と
が
で
き
な
い
方
は
、
滞
在

　

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

　

（
郵
便
に
よ
り
）
不
在
者
投

　

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

　

お
問
い
合　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
立
候
補
届
出
日（
４
月
18
日
）

　

に
お
い
て
、
立
候
補
者
が
１

　

名
で
あ
る
と
き
又
は
選
挙
期

　

日
の
前
日
ま
で
に
立
候
補
者

　

が
１
名
に
な
っ
た
と
き
は
、

　

投
票
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

◇
お
問
合
せ
先

　

古
平
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

（
役
場
内
）

　
　

☎
42-

２
１
８
１

議会 お知らせ

注
意
!!

　

不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

は
、
手
続
き
に
日
数
を
必
要

と
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く
負

担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計
で
計

算
し
ま
す
。（
図
１
参
照
）

※
年
の
途
中
で
加
入
し
た
場
合
は
、
加
入

し
た
月
か
ら
の
月
割
り
で
計
算
し
ま
す
。

　

保
険
料
均
等
割
軽
減
の
う
ち
、
２
割
・

５
割
軽
減
に
係
る
所
得
判
定
基
準
が
、
平

成
29
年
度
か
ら
表
１
の
と
お
り
見
直
さ
れ

ま
す
。

　

保
険
料
所
得
割
軽
減
の
割
合
が
、
平
成

29
年
度
か
ら
表
２
の
と
お
り
見
直
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
制
度
に
加
入
し
た
と
き
、
被
用
者

保
険（
協
会
け
ん
ぽ
や
企
業
の
健
康
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
）
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方

の
軽
減
割
合
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
表
３

の
と
お
り
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
、

平
成
29
年
８
月
か
ら
、
表
４
の
と
お
り
見

直
さ
れ
ま
す
。

※
月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

　

こ
と
に
よ
り
加
入
す
る
方
（
障
害
認
定

　

で
加
入
す
る
方
は
除
く
）
は
、
加
入
し

　

た
月
の
自
己
負
担
限
度
額
が
２
分
の
１

　

に
調
整
さ
れ
ま
す
。

お知らせ

後期高齢者医療保険制度の後期高齢者医療保険制度の
保険料等が見直されます保険料等が見直されます

保
険
料
の
計
算
方
法

　
　
　
　

（
平
成
29
年
度
）

均
等
割
２
割
・
５
割
軽
減
範
囲
の

見
直
し

所
得
割
軽
減
割
合
の
見
直
し

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

方
の
軽
減
割
合
の
見
直
し

高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額
の

見
直
し
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※
多
数
該
当
（
過
去
12
か
月
に
３
回
以
上

　

世
帯
単
位
に
お
け
る
高
額
療
養
費
の
支

　

給
に
該
当
し
、
４
回
目
以
降
の
支
給
に

　

該
当
）
の
場
合
の
自
己
負
担
限
度
額
は

　

４
万
４
４
０
０
円
で
す
。

※
１
年
間
（
８
月
１
日
か
ら
翌
７
月
31
日

　

ま
で
）
の
外
来
の
自
己
負
担
額
合
計
の

　

限
度
額
が
14
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

※
一
般
区
分
に
お
い
て
も
多
数
該
当
が
設

　

定
さ
れ
ま
す
。

　

療
養
病
床
に
入
院
し
た
と
き
の
入
院
時

生
活
療
養
標
準
負
担
額
（
居
住
費
）
が
、

平
成
29
年
10
月
か
ら
、
表
５
の
と
お
り
見

直
さ
れ
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

☎
０
１
１-

２
９
０-

５
６
０
１

　

・
役
場　

民
生
課　

健
康
保
険
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
57
・
39
）

　

お
子
さ
ん
の
よ
り
良
い
成
長
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
、
巡
回
児
童
相
談
（
古

平
・
積
丹
地
区
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

巡
回
児
童
相
談
は
、
北
海
道
中
央
児
童

相
談
所
の
「
児
童
福
祉
司
」
と
「
児
童
心

理
判
定
員
」
に
よ
る
子
ど
も
の
発
達
や
関

わ
り
方
に
関
す
る
相
談
が
で
き
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
成
長
の
こ
と
で
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

こ
ん
な
こ
と
が
気
に
な
る

◆
こ
と
ば
が
気
に
な
る

　

発
音
、話
し
方
、吃
音
。こ
と
ば
の
遅
れ
、

独
り
言
な
ど

◆
発
育
や
発
達
の
様
子
が
気
に
な
る

　

視
線
が
合
わ
な
い
、こ
だ
わ
り
が
強
い
、

年
齢
に
合
っ
た
遊
び
が
で
き
な
い
な
ど

◆
落
ち
着
き
の
な
さ
や
行
動
が
気
に
な
る

　

落
ち
着
い
て
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
常

に
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
、
飛
び
出
す
、
暴

力
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ど

◆
他
の
子
と
う
ま
く
遊
べ
な
い

　

人
と
の
や
り
取
り
が
苦
手
、
人
の
輪
に

入
れ
な
い
な
ど

◆
し
つ
け
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

◆
学
校
や
幼
児
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
た
が
ら

　

な
い

※
こ
れ
ら
以
外
に
も
様
々
な
相
談
を
受
け

　

付
け
て
い
ま
す
。

 

巡
回
児
童
相
談
は
申
込
み
が
必
要
で
す

○
日
に
ち
・
場
所

○
申
込
期
間
（
５
月
分
）

　

４
月
14
日
（
金
）
ま
で

※
申
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
、
別
日
・
別  

　

会
場
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
指
定
日
時
、
申
込
期
間
以
外
で
も
相
談

　

は
可
能
で
す
。
ま
ず
は
お
問
合
せ
く
だ

　

さ
い
。

◇
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

役
場　

保
健
福
祉
課　

健
康
推
進
係

　

（
元
気
プ
ラ
ザ
内
）

　
　

☎
42-

２
１
８
２
（
内
線
12
・
13
）

お
子
さ
ん
に
気
に
な
る
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
　

「巡
回
児
童
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

お知らせ

入
院
時
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の

見
直
し
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道 新販売所と地域の見守り協定締結
　後志管内の北海道新聞販売所でつくる道新後志地区会と古平町の道
新販売所である三浦販売所、古平町が、３月１日、「地域見守り活動
に関する協定」を締結しました。
　この協定は、北海道新聞の創業１３０周年・創刊75周年の記念事
業として、住み慣れた土地で暮らし続けるために地域の見守り体制を
作り、地域福祉を向上させることを目的に締結するものです。
　協定を締結したことにより、配達員が新聞配達や料金集金の際に、
郵便受けに新聞や郵便物がたまっていたり、何日間も洗濯物がかかっ
たままなど異変を発見した場合、町の担当者に通報・連携して対応で
きるようになります。
　本間町長は、「二重三重に見守り活動が行えることは大変心強い。
住民の安心・安全のためによろしくお願いしたい」と話しました。 1

3

　

平
成
29
年
４
月
１

日
よ
り
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
、
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
の
３
種

類
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
し
た
い
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
は
手

続
き
方
法
が
以
前
よ

り
簡
単
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

介
護
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
い
と

思
っ
た
ら
、
ま
ず
は

元
気
プ
ラ
ザ
の
高
齢

者
支
援
係
ま
た
は
介

護
保
険
係
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

元
気
プ
ラ
ザ

　

高
齢
者
支
援
係

　

又
は

　

介
護
保
険
係

　

☎
42-

２
１
８
２

　

介護サービス

　要介護１～５の人に対するサービス
○施設介護サービス
・介護老人福祉施設などの施設にて、
　介護を受けながら生活するもの
○居宅介護サービス
・デイサービス、ホームヘルプ、シ
　ョートステイ、住宅改修、福祉用
　具貸与など

介護予防サービス

　要支援１・２の人に対するサービス
・ショートステイ、住宅改修、福祉
　用具貸与など

介護予防・生活支援
サービス事業

　要支援１・２、事業対象者の人に
対するサービス
・デイサービス、ホームヘルプ

一般介護予防事業

　65才以上のすべての人に対する以
下のサービス
・お達者クラブ、運動教室など

お知らせ

介護サービスを利用するには介護サービスを利用するには

まず、 元気プラザにご相談ください！まず、 元気プラザにご相談ください！
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厚生労働大臣と北海道知事から感謝状

退 任した民生委員３人に感謝状贈呈
　昨年11月末に民生委員を退任した大島敏子さん、住吉巧さん、藤井耕
平さんに厚生労働大臣と北海道知事から感謝状が贈られました。感謝状
は、民生委員児童委員として多年にわたり職務に尽力された方に贈られる
ものです。
　２月17日、役場町長室で贈呈式が行われ、出席した住吉さん、藤井さ
んの２人に本間町長より感謝状が伝達されました。
　大島さんは平成13年から28年までの15年間、住吉さんは平成19年か
ら28年の９年間、藤井さんは平成10年から28年の18年間と平成18年か
ら10年間は古平町民生委員協議会の会長も務められ、多年にわたり社会
福祉の増進に貢献されました。

本間町長から感謝状を受取る２人

２

17

東しゃこたん漁協サケ稚魚海中養殖事業

サ ケ稚魚の回帰率向上へ
　町と東しゃこたん漁協がサケ稚魚の回帰率向上を目指してサケ稚魚の海
中養殖事業を始めました。
　この事業は、古平漁港内に生簀網を設置し稚魚１００万匹を海水温が上
昇する３月下旬まで海中で飼育します。
　サケ稚魚約５５０万匹を飼育する浜町のさけ・ますふ化場では飼育池に
使う地下水の不足から一度に飼育できる稚魚数が減り、昨年は海水温の低
い２月下旬に放流していました。
　このため、総事業費約２２０万円のうち町が約１００万円を助成して、
10ｍ四方の海中生簀網を購入。稚魚の移送は３月１日に行われました。

　左：漁港内生簀へ稚魚を移す様子
　右：ふ化場からの移送の様子

1
3

町の出来事
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健康教室を開催

リ ズムエクササイズで運動不足解消
　１月27日から２月17日、Ｂ＆Ｇ海洋センターで、町民
の健康増進を目的に健康教室が開かれました。
　健康教室は毎年実施されており、今年度は運動不足を感
じている方や運動に興味のある方を対象に「リズムエクサ
サイズ」を計４回行いました。
 「リズムエクササイズ」とは音楽に合わせて全身を動か
す運動で、参加者はストレッチやヨガなどで体を十分にほ
ぐした後、おおよそ１時間、心地良い汗を流しました。
　参加した平尾和美さんは「楽しかったので、時間や回数
を増やしてほしいと思いました。また、参加したいです」
と話してくれました。

幼児センターへ寄附

ピ カソさんからの贈り物
　２月20日の早朝、幼児センターの玄関にきれいに包装
された箱が置いてありました。
　箱の中には、「児童用タオル」が入っていて、 メッセージ
には 「子供達の為に使ってください。ピカソ」 とだけ書か
れていて送り主は誰かはわかりません。
　ピカソさんからの贈り物は今回で７回目で、 今までに 
「砂遊び用ミニバケツセット」、「クレヨン」、「おままごと
セット」、「こどものうたの音楽ＣＤセット」 などが届いて
います。
　贈られた品物は幼児センターで大切に使用していき
ます。

わんぱく王国とたけなわ学級が交流

餅 つきで世代間交流
　２月18日、文化会館で、「少年少女わんぱく王国」 と 「た
けなわ学級」 が餅つき会を実施し、25人が交流を深めま
した。
　小学生全員が交代で年配者に杵の使い方を習いながらも
ちをついたり、 つきあがった餅を一緒にちぎり、 あんこを
包んだりきなこもちを作りました。
　会の最後には自分たちで作ったあんこもちや、 つきたて
の餅を入れたお雑煮を食べました。
　参加した小学４年生の福井杏奈さんは、「わんぱく王国
以外で餅つきをすることはないのでとても楽しかったで
す」  と話してくれました。

音楽に合わせて体を
動かす参加者たち

餅つきで交流する参加者たち

18
2

20
2

ピカソさんから贈られた
児童用タオル　　　　　

17
2

その他の出来事
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幼児センターで一日入園

幼 児センターの雰囲気を体験
　４月から入園予定の子どもたちが幼児センターの雰囲気
を知るために、２月22日、一日入園が実施されました。
平成28年度中に４歳になった子どもが対象で、今回は７
人が参加し、保護者が働いているためにすでに通園してい
る同学年のにじ組の７人の子どもたちと交流しました。
　にじ組の担任保育士は 「４月から幼児センターに来る練
習です。しっかりお話を聞いて一緒に過ごしましょう」 と
話すと、参加した子どもたちは元気に返事をしていました。
　集団で活動することに慣れていないため、落ち着きがな
く保育士の話を聞けない子どももいましたが、「花づく
り」が始まると、すでに通園しているにじ組の子どもたち
の様子を見ながら、はさみやクレヨンなどを使って完成さ
せていました。

古平の未来を考えよう発表会

ま ちづくりのアイデアを発表
　３月１日、古平小学校で、小学６年生がまちづくりのア
イデアを提案する「古平の未来を考えよう発表会」が開か
れました。昨年までは町議会議長が進行を行い、児童の提
案に町長が答弁する「子ども未来会議」として議会形式で
行っていましたが、今年度は児童が本間町長や成田教育長
に総合学習で取組んだ課題について発表しました。
　11人の児童は３班に分かれて「公園の整備について」や
「ごみ問題について」などをテーマに、「公園に時計や防犯
カメラを設置してはどうか」、「町をきれいにするためにご
み箱を設置したり、 クリーンフェスティバルを春と秋の
２回開催してはどうか」 などとたくさんの意見を発表しま
した。
　本間町長は「皆さんが提案してくれたアイデアをこれか
らの町政に反映していきたい」と話しました。

ふるびらキックゴルフ大会開催

冬 期間の運動不足を解消
　Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪ふるびらキックゴルフ大会が２月
25日、古平小学校前の多目的運動広場で開かれました。
　キックゴルフは、サッカーボールなどを蹴り、雪の中に埋
まった 「たらい」 に入れるゲームで、入れるまでの蹴った
回数の少なさを競います。冬季間の運動不足解消や健康の
維持増進などを目的に開催されており今年で７回目です。
　今回は、大人の部には町内のサークルや職場などから５
チーム16人、小学生の部には３チーム17人が参加。参加
者は５～６人のグループに分かれて９ホールを回り、雪が
積もったコースに悪戦苦闘しながらもおおよそ１時間、心
地よい汗を流していました。
　小学生の部に参加した松尾幸汰くん（小５）は「ホール
インワンを決められたので嬉しかったです」と話してくれ
ました。

キックゴルフを楽しむ
参加者たち　　　　　

25
2

1
3

班ごとに作成した資料に
基づき発表する児童たち

幼児センターでの活動
を体験する子どもたち

22
2

その他の出来事
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※ただし、４／１～オープン前日 ( 土・日は休み )までのご予約先は、指定管理者　太平ビルサービス㈱
　小樽営業所　☎0134-27-6202となりますのでよろしくお願いします。

オープンのお
知ら

オープンのお
知らせ!!!!

オープンのお
知ら

オープンのお
知らせ!!!!

オープンのお
知らせ!!

希望者は、家族旅行村指定管理者☎０１３４－２７－６２０２まで。（随時受け付けます）

◆作業内容 ケビン・公衆トイレ等施設内の整理・清掃
◆募集対象及び賃金　７８６円／時間　　　
◆雇用期間　　　　　期間:５月ゴールデンウィーク、７月中旬～８月中旬の夏休み期間、ほか主に
　　　　　　　　　　　　 ５月～１０月上旬の土曜日
　　　　　　　　　　時間:午前９時～午後２時頃の間（ケビンの申込み状況によって作業時間数が
　　　　　　　　　　　　　                         　　　　　　  変わります）

☎

お知らせ
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平
成
29
年
度
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
一
次
試
験
日
程　

６
月
11
日(

日)

　

詳
し
く
は
、左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課

　
　

☎
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

 

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
務
専

門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
第
１
次
試
験　

６
月
11
日
（
日
）

　

詳
し
く
は
、左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

　
　

☎
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
平
成
29
年
10
月
期

採
用
の
学
生
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

受
験
資
格
、
試
験
日
程
等
の
詳
細
は
、

小
樽
海
上
保
安
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
海
上
保
安
部
管
理
課

　
　

☎
０
１
３
４-

27-

６
１
１
８

　

北
海
道
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
の
策

定
に
あ
た
り
、
道
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
関
係
書
類
は
道
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
道
庁
別
館
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各

総
合
振
興
局
・
振
興
局
（
石
狩
を
除
く
）

な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
募
集
期
間

平
成
29
年
３
月
１
日
～
31
日

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局
国
保

　

医
療
課 

☎
０
１
１-

２
３
１-

４
１
１
１

　

平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額
は

月
額
１
万
９
４
９
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
従
来
の
口
座
振
替

に
加
え
、
現
金
納
付
（
納
付
書
）
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
も
２
年
前
納
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
現
金
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
保
険
料
を
前

納
し
た
場
合
、
毎
月
払
い
と
比
べ
て
２
年

前
納
で
１
万
４
４
０
０
円
、
１
年
前
納
で

３
５
１
０
円
、
６
か
月
前
納
で
も
８
０
０

円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。
口
座
振
替
の
場

合
は
２
年
前
納
で
１
万
５
６
４
０
円
、
１

年
前
納
で
４
１
５
０
円
、
６
か
月
前
納
で

１
１
２
０
円
と
な
り
、
大
変
お
得
で
す
。

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の

申
込
み
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
現
金

納
付
（
納
付
書
）
で
の
納
付
は
可
能
で
す
。

（
29
年
４
月
～
31
年
３
月
ま
で
の
前
納
期

限
は
５
月
１
日
で
す
）
納
付
書
の
発
行
に

つ
い
て
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
１
３
４-

65-

５
０
０
２

　

平
成
29
年
３
月
分(

５
月
１
日
納
付
期

限
分)

よ
り
健
康
保
険
料
率
は
10
・
22
％

(

プ
ラ
ス
０
・
07
％)

、
介
護
保
険
料
率
は

１
・
65
％(

プ
ラ
ス
０
・
07
％)

と
な
り
ま

す
。
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
す
が
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

　
　

☎
０
１
１-

７
２
６-

０
３
５
２

　

４
月
１
日
か
ら
、
漁
業
者
と
遊
泳
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
道
内
の
全
漁

港(

分
区
、
分
港
も
含
む)

指
定
区
域
で
、

遊
泳
や
潜
水
、
入
水
し
釣
り
を
す
る
こ
と

が
禁
止
に
な
り
ま
す
。
違
反
す
る
と
５
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
漁
港
内
で
の
遊
泳
は
事
故
を
招
く

恐
れ
の
あ
る
危
険
な
行
為
で
す
。
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
漁
港
漁
村
課

　
　

☎
０
１
１-

２
０
４-

５
４
７
５

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

４
月
19
日
（
水
）
午
後
１
時
～

○
場
所　

余
市
中
央
公
民
館
２
Ｆ

　

相
談
時
間
は
１
人
、
30
分
ま
で
で
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
民
生
課
福
祉
係

☎
42-

２
１
８
１

　

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
）
、

医
科
・
歯
科
幹
部
、
自
衛
官
候
補
生
（
男

子
）
を
募
集
し
ま
す
。
細
部
応
募
資
格
等

に
つ
い
て
は
左
記
へ
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
小
樽
地
域

　

事
務
所　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

　

北
海
道
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

採
用
試
験
は
年
２
回
実
施
さ
れ
ま
す
。
採

用
試
験
・
施
設
見
学
・
業
務
内
容
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
警
察
署
警
務
課

☎
22-

０
１
１
０

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
　

財
務
専
門
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　

事
務
所　

☎

北
海
道
警
察
官
の
募
集

☎
北
海
道
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針（
原
案
）

に
対
す
る
道
民
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

各
種
自
衛
官
等
の
募
集

情報

　

療
課

☎

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
　

☎

6

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　
　

漁
港
の
利
用
規
制
が
変
わ
り
ま
す
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◇
４
月
２
日
（
日
）

　

勝
田
内
科
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

  　
　
　
　
　
　

  

（
☎
22-

３
８
４
３
）

◇
４
月
９
日
（
日
）

　

中

島

内

科　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

３
８
６
６
）

◇
４
月
16
日
（
日
）

　

勤
医
協
余
市
診
療
所　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

２
８
６
１
）

◇
４
月
23
日
（
日
）

　

な
が
い
小
児
科
医
院

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
23-

６
８
８
１
）

◇
４
月
29
日
（
土
）

　

田

中

内

科

医

院

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

６
１
２
５
）

◇
４
月
30
日
（
日
）

　

池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
23-

８
８
１
１
）

※
当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時

　

ま
で
。

※
夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

　

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

　

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

　

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

  　
　
　
　
　

整
形
外
科

４
月
の
休
日
当
番
病
院

で
の
診
療
を
通
し
て
感
じ
た
、

古
平
町
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い

疾
患
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

あ
と
、
１
か
月
ほ
ど
で
古
平

町
立
診
療
所
「
海
の
ま
ち
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て
１

年
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
１
年
間
の
古
平
町

　

こ
の
度
、
急
な
人
事
異
動

に
よ
り
古
平
町
を
去
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

古
平
町
に
引
っ
越
し
て
き

て
短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
支
え

ら
れ
新
た
な
診
療
体
制
を
築

く
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
古
平
町
立
診
療

所「
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

で
は
新
し
い
院
長
先
生
と
し

て
竹
下
浩
先
生
（
47
歳
）
を

迎
え
ま
す
。

　

先
生
は
幅
広
い
経
験
が
あ

り
臨
床
内
科
専
門
医
、
プ
ラ

イ
マ
リ
ケ
ア
指
導
医
ほ
か
、

す
ば
ら
し
い
経
歴
を
お
持
ち

で
す
。
町
民
の
皆
様
に
と
っ

て
は
非
常
に
心
強
い
頼
れ
る

先
生
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

引
続
き
、
ま
ち
の
診
療
所

と
し
て
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

一度考えてみてほしい　「高脂血症」
　日本人の死因の約６割を占める３大生活習慣病といえば「がん」「心疾患」「脳血管障
害」ですが、「心疾患」「脳血管障害」の下地となる病気として代表的なものが３つあり
ます。それは「高血圧」、「高脂血症」、「糖尿病」です。
　日本では約２人に１人が、この３つの疾患のうちどれかに該当すると言われており、
ここ古平町でもどれかの薬を内服しているという方が多くいます。
そして、この中で皆さんが特に注意している疾患は「糖尿病」です。おそらく足が壊死
する、目が見えなくなる、急に倒れるといった劇的な症状がすぐに思い浮かぶからだと
思われます。
　しかし、症状としてなかなか現れない高血圧や高脂血症についてはどうでしょうか。
まだ体具合がなんともないからほったらかしにしてはいないでしょうか。
　特に高脂血症についてはそうではないでしょうか。ＬＤＬコレステロール（悪玉コレ
ステロール）は長い年月をかけ血管壁に蓄積され動脈が硬くなり血液の流れも悪くなり
ます。そして、ついには血管が詰まる原因となります。心臓の血管が詰まると急性心筋
梗塞に、脳の血管が詰まると脳梗塞にといった死に直結する病気となります。
　ほったらかしにしていて良いのでしょうか。高脂血症は食事の見直し、運動、内服な
どにより改善できる疾患です。高齢化にともない日本人の死因第１位の「がん」につい
ては避けられない一面もありますが、３大生活習慣病の２つの原因となる高脂血症につ
いては予防可能です。
　古平町立診療所「海のまちクリニック」では随時健診を行っております。
　これを機会に高脂血症について一度考えてみてはいかがでしょうか。

海のまち海のまち

　クリニック通信　クリニック通信
鵜木 和久 院長

情報

４
月
か
ら
診
療
所
の

院
長
が
変
わ
り
ま
す
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古
平
町
岬
短
歌
会

古 

平 

俳 

句 

会

い
き
い
き
・
ほ
の
ぼ
の
文
芸

冴
返
る
風
だ
け
通
る
青
信
号　
　
　
　
　

凪
待
ち
の
船
の
軋
み
や
冴
返
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

嘉　

之

一
枚
を
脱
い
で
軽
や
か
島
の
春　
　
　
　

は
て
し
な
く
続
く
残
雪
蒼
天
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

重　

子

　
闇
深
き
湾
に
氷
柱
の
光
あ
ふ　
　
　
　
　

か
の
日
射
し
悴
む
心
解
ぐ
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

室　

谷　

弘　

子

降
る
雪
と
溶
け
あ
ふ
川
の
流
れ
か
な　
　

運
針
は
得
意
な
科
目
針
供
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲　

谷　

比
呂
子

　

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

雪
ふ
ら
ぬ
朝
の
喜
び
子
や
孫
と
温
泉
ゆ
く
ぞ
浜
路
た
の
し　
　
　
　
　
　

泉　
　
　

清　

三

八
十
路
坂
ゆ
る
や
か
な
れ
ど
下
り
坂
気
の
む
く
侭
に
歩
い
て
行
か
む　
　

金　

子　

寿　

子

仰
ぎ
見
る
街
空
た
か
く
星
光
り
寒
さ
を
忘
れ
し
ば
し
佇
む　
　
　
　
　
　

坂　

本　

信　

子

海
ふ
た
ぐ
魔
物
の
ご
と
き
流
氷
の
陰
に
可
愛
ゆ
き
ク
リ
オ
ネ
跳
る　
　
　

鈴　

木　

時　

子

久
々
に
厨
の
窓
に
射
す
日
差
し
指
折
り
か
ぞ
え
春
待
つ
心　
　
　
　
　
　

田　

中　

香　

明
け
ま
し
て
穏
や
か
日
和
温し

お
か
ぜ泉

へ
今
年
も
一
番
湯
に
ゆ
っ
た
り
と　
　
　

寺　

田　

カ
ツ
子

春
の
空
浮
き
雲
流
れ
美
し
く
只
す
が
す
が
し
空
の
青
さ
よ　
　
　
　
　
　

小
山
内　

い
お
子

　キツネの主人公、ゾロリや、その子
分の双子のイノシシ兄弟、イシシ・ノ
シシが登場し、修行の旅の行く先々で、
問題を解決していくストーリー。
　今もなお、新作が刊行され続けてお
り、刊行当時の流行や時事ネタをパロ
ディとして取り込むのも、この作品の
特徴の一つです。

　小さなだるまとてんぐのキャラク
ターが登場するこの作品。こちらもシ
リーズ化されており、昨年にも新作が
刊行されています。まもなく９１歳を
迎える、作者のかこさとし氏は、物語
絵本のほかに、科学絵本や文化・行事
の絵本など、児童書の分野において幅
広く作品を手がけています。

　淡いパステルカラーで描かれた１１ぴ
きのかわいい猫たちが登場する『１１ぴ
きのねこ』。今の小学生にも人気の作
品です。
　作者の馬場のぼる氏は、かつて、漫
画家の手塚治虫氏と親交が深く、手塚
作品の一部には、馬場氏がモデルと
なったキャラクターや、「１１ぴきのね
こ」が登場
している作
品があるそ
うです。

『だるまちゃんとてんぐちゃん』『だるまちゃんとてんぐちゃん』
は５０周年は５０周年

『かいけつゾロリ』 は３０周年『かいけつゾロリ』 は３０周年 『１１ぴきのねこ』 は５０周年『１１ぴきのねこ』 は５０周年

　

今
回
は
、
今
年
、
記

念
の
年
を
迎
え
る
絵

本
・
児
童
書
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
長
く
愛
さ
れ

続
け
る
作
品
、
読
ん
だ

こ
と
が
あ
る
と
い
う
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
紹
介
す
る
作
品

は
、
今
の
こ
ど
も
た
ち

に
も
大
人
気
で
す
。

　

文
化
会
館
図
書
室
に

も
所
蔵
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
に

な
っ
て
手
に
取
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。文

化
会
館
図
書
室

★
開
室
日
時

  　

月
～
金
曜
日

　

（
祝
・
祭
日
を
除
く
） 

　

午
前
10
時
～

        

午
後
５
時

  

（
司
書
…
木
曜
日

　

 

午
後
と
金
曜
日
）

★
貸
出
冊
数　

　

１
人
５
冊
ま
で 

★
貸
出
期
間

　

２
週
間

◇
お
問
合
せ
先

　
　

町
教
育
委
員
会

　
　

☎
42
ー
２
５
９
０

情報 投稿
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平
成
29
年
３
月
24
日
発
行
第
４
９
７
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
企
画
課
広
報
統
計
係

　

古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４　

☎（
代
）
42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/
/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）毛
利
印
刷

広
報  

ふ
る
び
ら 

４
月
号

　ひなまつりの由来や意味を知り雰囲気を楽しむことを目的に３月３日、幼児センターで、ひなまつり会
が開かれました。
　会では担当保育士から「みんなが元気に大きくなれるようにと願いをこめてお祝いをする日です」とひ
なまつりの由来が説明された後、事前に千代紙などで作った雛飾りの感想を発表しました。
　その後、園児が毎年楽しみにしている「生き雛」のくじ引きが行われ、くじで選ばれた数人の園児が、
お内裏様とお雛様など衣装を着てひな壇に登り、「うれしいひなまつり」を歌いました。くじで選ばれた
園児は大喜び。会の最後には雛あられを食べて交流をしました。
　お雛様に選ばれた、たいよう組の髙川浬椰ちゃんは「お雛様になれてうれしかった。雛あられも美味し
くて楽しかったです」と話してくれました。

前月比

人　口 3,185人 （ー５）

男 1,512人 （ー２）

女 1,673人 （ー３）

世帯数 1,783世帯 (ー３）

外国人 　 41人 （ー１）

男     2人 ( ０ ）

女    39人 （ー１）

町の人口と世帯数

（平成29年２月末日現在住民基本台帳人口）

村
井　

重
利

池
内　

富
美

八
幡　

啓
子

白
浜　

き
さ

久
保　

二

加
我　

保
雄

斉
藤　

初
子

本
間
美
智
子

氏　
　

名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

83
歳

99
歳

74
歳

93
歳

63
歳

76
歳

88
歳

49
歳

年
齢

３
・
７

３
・
４

２
・
24

２
・
20

２
・
15

２
・
14

２
・
14

２
・
14

死
去
月
日

新
地
町

浜　

三

本　

町

本　

陣

歌
棄
町

浜　

五

銀　

座

歌
棄
町

町
内

町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は３月に誕生日を
迎えた子どもです。

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に
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住民紹介・くらし


